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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来情報＞

・菊地　明子様～１月１６日の外出プログラムにて外出以降、不調を訴え『人と会いたくない、生きていても･･･』等と話し、本日の受診も行けないと青山荘スタッフが代理受診している。朝のミーティングやプログラムにも参加できず、食事も不食する事が続いており、２週間入浴もできていない状態との事。短期での入院治療も検討する事としている。フルニトラゼパム（１）１Ｔ、ドグマチール（５０）３Ｔ３×毎食後中止、ジプレキサ（５）１Ｔ１×就寝前が追加処方となっている。

・磯島　貴広様～『１人暮らししたいと狙っていたアパートが他の誰かに決まるかもしれない・・・』と話され、主治医より単身生活可能という許可を貰いたいと急遽来院される。主治医は外来診察中である為、訪問看護スタッフへ情報提供し対応してもらっている。

＜新患情報＞

・前田　晴基様（20）

　　神奈川県にて同胞3名第2子長男として出生。在胎10ヶ月、普通分娩での出生であっ

たが、へその緒が二重に絡まっており難産であった。出生時の身長約45㎝、体重2340ｇで

低体重児と言われていた。保育園へ入園時より、言葉の遅れが見られ、集団行動ができな

かった。小学校入学が近づき、周囲の勧めもあり、神奈川県内の心療内科を受診。精神遅

滞と診断をされ、普通学級への通学が困難と考えられた事から、神奈川県内の養護学校（

小学部)へ入学。小学2年生頃に療育手帳を申請し、療育手帳(等級：Ａ)を受給。在学中

より、急に攻撃的となり、衝動的に机を蹴る等の行為に至る事があった。また、外出時は

必ず家族同伴にて行っていた。卒業後は、神奈川県内の養護学校(中等部)へ進学。中学2

年生時に八戸市へ転居。転居に伴い、八戸第二養護学校(中等部)へ転入。卒業後は、八戸

第二養護学校(高等部)へ進学し卒業。その後は、生活介護事業「俊公園」の利用を継続。

週5日通所し、プルタブ外しや、フルーツキャップ・段ボール運びの作業を行っている。

Ｈ26.7.24療育手帳の更新があり、最重度精神遅滞の診断を受ける(IQ的には、1歳10ヶ月

程度のものと診断を受けたとの事)。偏食傾向であり、野菜は摂取せず、最近では揚げ物し

か食べようとしない。また、温かい食事・食器でないと食事を摂ろうとしない為、学生時

代は給食を食べる事はなく、家族が本人用の食事を準備していた。入浴や更衣・保清全

般において家族の強力な介助を要している。今回20歳の誕生日を迎え、障害年金の申請を

検討。かかりつけ医もない事から、障害年金診断書作成依頼の為、当院へ受診相談され、

２月３日（火）11：30来院、12：00診察予定としている。鈴木ビネー式知能検査実施予定。

・原　吉郎様（53）

　　現在、八戸市立市民病院[精神科]へ入院中。田子町にて同胞4名第2子次男として出生。地元の小・中学校を卒業後は、八戸工業高等学校へ進学する為、八戸市で下宿をして生活していた。卒業後は建設会社へ就職していた。S63年（27歳頃）に発症。八戸市立市民病院[精神科]を受診し、統合失調症と診断され治療を開始していた。同院へは5回の入退院を繰り返していた。その後、さくら病院に2年程度入院していたが、嗜好品の管理が厳しく、本人は二度と入院したくないと感じていた。退院後、嗜好品を抑制できず、喫煙量の多さから慢性閉塞性肺疾患で膿が溜まり、H26.1.4八戸市立市民病院へと入院となった。その後は精神科にて任意入院となり、以後精神科での入院治療を継続。日中・夜間問わずに独語がみとめられ、不眠で経過し独語し続ける事もあった。入院中は喫煙量、清涼飲料水の管理が問題となっていたが、徐々に我慢が可能となり、現在は摂取しすぎる事はなく落ち着いて過ごしている。他者交流は積極的ではなく、独語がある事から孤立傾向ではあるが、トラブルとなる事はない。これまで、自宅への退院を検討していたが、嗜好品管理ができず、1日で缶コーヒーをひと箱分飲んでしまう事があり、身体管理が困難で、生活がままならない状態になり再入院を繰り返している経緯があった。また、自宅へ退院した際には、徐々に怠薬し、通院を拒否する傾向にあった。今回、再度自宅への退院を検討しているが、兄嫁が本人の受け入れに拒否的である事や、嗜好品の管理や生活能力の評価、単身生活が可能かどうか等の確認・調整が必要との事で、家族と今後について面談を実施。生活訓練事業所やグループホーム等への入所も視野に入れながら、退院後の環境調整の希望が聞かれ、同院精神科相談員より当院を紹介され、相談に至る。２月５日（木）12：00当院初診、入院予定としている。

